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独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制

金

子

晃

六五四三二一
問
題
の
所
在

独
禁
法
の
目
的

市
場
支
配
力
規
制
の
原
則
禁
止
主
義
と
弊
害
規
制
主
義

弊
害
規
制
の
必
要
性

弊
害
規
制
と
原
価
公
表
制
度

原
則
禁
止
主
義
と
弊
害
規
制
主
義
併
存
の
問
題
点
ー
む
す
び
に
代
え
て

一
　
問
題
の
所
在

独
占
禁
止
法
制
は
、
現
在
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
は
、
わ
が
国
の
市
場
経
済
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
伝
統
的
な
独
占
禁
止
法
制
に
ょ
る
努
力
で
は
、
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
公
正
取
引
委
員
会
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
態
は
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
。
公
正
取
引
委
員
会
は
、
た
し
か
に
過
去
約
一
〇
年

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
二
一
四
五
）



第1表審決および決定件数

独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制

222324252627282930313233343536373839404142434445464748

55722137243026171128264337276724435

　年度1

分類

勧告審決

111151152114564521

61135111110882351

同意審決

審決

2112111111定決

5　2　1460181613　6　12　6　7　3　4　2　3　133630271712313244393569計

（公正取引委員会年次報告より作成）

一
二
　
　
（
一
二
四
六
）

間
、
積
極
的
に
法
の
運
用
を
し
て
き
た
（
第
1
表
参
照
）
。

　
事
実
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
よ
り
公
取
委
の
規
制
活
動
は
活
発
化
し
、
大
企
業
お
よ
び

寡
占
産
業
へ
の
攻
撃
も
最
近
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
公
取
委
の
規
制
は

カ
ル
テ
ル
規
制
型
で
あ
る
（
第
2
表
参
照
）
。
カ
ル
テ
ル
は
市
場
を
非
競
争
的
構
造
に
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
カ
ル
テ
ル
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
市
場
に
競
争
を
回
復
す
る
た
め
の

有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
カ
ル
テ
ル
が
多
数
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
事
態
が
そ
れ
だ
け
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

わ
ち
市
場
集
中
の
高
度
化
が
カ
ル
テ
ル
の
形
成
を
容
易
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
の
形
成
は
市
場
集
中
の
高
度
化
の
単
な
る
徴
表
で
し
か
な
い
わ

け
で
、
カ
ル
テ
ル
規
制
に
よ
り
果
た
し
て
当
該
市
場
に
有
効
な
競
争
が
回
復
さ
れ
得
る
か

は
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る
。

　
重
要
な
事
実
は
、
公
取
委
の
こ
れ
ま
で
の
規
制
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
禁
法
に
よ

る
市
場
支
配
力
そ
れ
自
体
の
規
制
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
第
三
条
前
段
お
よ
び
第
四
章
関
係
の
運
用
を
見
れ
ば
明
か
で
あ
ろ
う
（
第
3
表

参
照
）
。

　
市
場
集
中
は
高
度
化
の
一
途
に
あ
り
、
経
済
の
寡
占
化
は
進
行
し
、
日
本
経
済
は
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

少
数
の
多
角
的
大
企
業
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦
後

目
本
経
済
の
基
本
的
秩
序
づ
け
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
独
禁
法
の
目
的
で
あ
る
、
わ
が
国



第2表カルテル事件数

年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

222324252627282930313233343536373839404142434445464748
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

審決総数
52、459、8、5、35＿22・3、3363・27・7・23・324437346gl

　　（1）

3条後段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
4　2　5　25　3　5　1　0　5　1　2　0　0　0　0　0　2　9　1　0　1　6　3　3　2　10351　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　（2）

8条1項1号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　0　1　2　0　1　1　0　1　8　17181313　5　14184032　9　32
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　
の
民
主
的
な
経
済
制
度
の
維
持
を
脅
か
し
、
政
治
的
民
主
々
義
の
基
礎
を
危
く
す
る
と
同
時
に
、
国
民

域D

作
　
　
経
済
の
健
全
な
発
展
を
阻
害
し
、
望
ま
し
い
経
済
的
成
果
の
達
成
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。

畑告
　
　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
提
と
し
て
、
い
つ
た
い
何
が
今
日
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た

報次
年
　
何
が
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
こ
と
が
ら
は
、
す
べ
て
を
包
含
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
独

融委
　
禁
法
の
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
を
含
む
で
あ
ろ
う
。

引取
正
　
　
①
　
巨
大
な
多
角
的
企
業
に
対
す
る
政
策
の
決
定

松〔2）事業者団体によるカルテル（1｝事業者によるカルテル

独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制

　　　　　　　　　　　　　　　G）
第3表　3条前段および10条～15条違反件数

件数項条

43条前段（私的独占）

1210条（会社の株式保有制限）

311条（金融会社の株式保有制限）

313条（役員兼任の制限）
／

14条（会社以外の老の株式保有制限） ／　　4
『

／　　　　（2）　（2）

115条（合併の制限）

3　　116条（営業の譲受等の制限）

＝2　　（公正取引委員会審決集より作成）

　　（1）48年度現在

　
一　　㈹　富士・八幡合併（事実上容認）

四

七
）



　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
（
一
二
四
八
）

　
②
　
集
中
度
の
高
い
産
業
の
再
編
成

　
③
　
市
場
の
構
造
、
企
業
の
行
動
、
経
済
的
成
果
に
関
し
て
広
告
・
宣
伝
が
も
た
ら
す
諸
問
題
の
解
決

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
背
後
に
共
通
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
市
場
支
配
力
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
市
場
支
配
力
、

あ
る
い
は
か
か
る
力
を
有
す
る
市
場
支
配
的
企
業
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
の
規
制
が
今
日
重
要
な
間
題
の
中
心
と
な
る
。
本
稿
は
、
市
場
支
配
力

規
制
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
制
度
、
限
界
、
望
ま
し
い
規
制
方
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
本
稿
は
一
九
七
五
年
の
経
済
法
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
「
独
禁
法
改
正
の
立
法
論
」
で
発
表
し
た
も
の
を
再
検
討
し
、
大
幅
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
妻
崖
四
益
雪
冨
岳
＝
R
℃
、
6
ξ
お
旨
℃
o
一
一
2
訂
塁
窃
ぎ
＞
旨
詳
霊
曾
．
．
ぎ
↓
冨
》
昌
葺
霊
斡
9
ご
昌
ヨ
僧
P
に
S

　
（
2
）
最
近
の
資
料
と
し
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
編
「
流
通
系
列
化
」
所
収
の
「
主
要
産
業
に
お
け
る
生
産
集
中
の
動
向
に
つ
い
て
」
、
同
「
主
要
産
業
に
お
け
る
累
積
生

　
　
産
集
中
度
と
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
の
推
移
（
昭
和
三
五
年
匙
四
七
年
）
」
を
見
よ
。
ま
た
、
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「
製
品
市
場
へ
の
新
規
進
出
等
に
関
す
る
調
査
報
告
書

　
　
（
経
済
企
画
庁
委
託
調
査
）
」
、
馬
場
正
雄
「
日
本
の
市
場
集
中
と
一
般
集
中
」
季
刊
現
代
経
済
一
六
号
、
植
草
益
「
日
本
経
済
の
寡
占
構
造
」
季
刊
現
代
経
済
一
六
号
参
照
。

　
（
3
）
　
学
会
で
発
表
し
た
も
の
は
、
学
会
誌
経
済
法
一
八
号
に
「
独
禁
法
と
弊
害
規
制
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
　
独
禁
法
の
目
的

　
本
稿
の
議
論
を
進
め
る
う
え
に
必
要
な
限
度
で
、
独
禁
法
の
目
的
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
独
禁
法
第
一
条
は
、
独
禁
法
の
目
的
に
つ
い
て
、
「
こ
の
法
律
は
、
私
的
独
占
、
不
当
な
取
引
制
限
及
び
不
公
正
な
取
引
方
法
を
禁
止
し
、
事

業
支
配
力
の
過
度
の
集
中
を
防
止
し
て
、
結
合
、
協
定
等
の
方
法
に
よ
る
生
産
、
販
売
、
価
格
、
技
術
等
の
不
当
な
制
限
そ
の
他
一
切
の
事
業
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
不
当
な
拘
束
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
且
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
し
、
事
業
者
の
創
意
を
発
揮
さ
せ
、
事
業
活
動
を
盛
ん
に
し
、
雇
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

及
び
国
民
実
所
得
の
水
準
を
高
め
、
以
つ
て
、
一
般
消
費
者
の
利
益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の
民
主
的
で
健
全
な
発
達
を
促
進
す
る

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
独
禁
法
の
究
極
的
目
的
は
　
「
一
般
消
費
者
の
利
益
を
確



保
」
す
る
こ
と
と
「
国
民
経
済
の
民
主
的
で
健
全
な
発
達
を
促
進
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
」
す
る
こ
と
は
究
極

的
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
的
目
的
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
」
す
る
こ
と
自
体
は
、
独
禁
法
の
究
極
的
目
的

で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
自
体
に
価
値
ま
た
は
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
「
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
」
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
究
極
的
目

的
を
達
成
す
る
限
り
に
お
い
て
価
値
ま
た
は
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
独
禁
法
の
政
策
的
妥
当
性
お
よ
び
限
界
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
」
す
る
こ
と
が
、
前
述
の
究
極
的
目
的
の
実
現
に
結
び
付
か
な
い
場
合
に
は
、
独
禁
法
は
そ
の
政
策
的
妥

当
性
を
失
い
、
他
の
政
策
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
公
益
事
業
に
つ
い
て
、
国
家
の
直
接
規
制
が
行
わ
れ
、
独

禁
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
私
的
独
占
お
よ
び
不
当
な
取
引
制
限
の
構
成
要
件
と
し
て
、
「
一
定
の
取
引

分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
」
の
他
に
、
「
公
共
の
利
益
に
反
し
て
」
と
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
も
、
た
と
え
競

争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
行
為
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
行
為
が
独
禁
法
の
究
極
的
目
的
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
私
的
独
占
ま
た
は
不

当
な
取
引
制
限
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、
自
由
競
争
と
国
民
経
済
の
民
主
的
で
健
全
な
発
達
を
、
ま
た
公
共
の
利
益
違
反
と
競
争
の
実
質
的
制
限
と
を
同
一
視
す

る
が
如
き
態
度
を
示
し
て
き
て
い
る
が
、
実
際
上
の
結
果
的
妥
当
性
は
別
と
し
て
、
か
か
る
態
度
は
理
論
的
に
は
正
当
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
湯

浅
木
材
事
件
で
は
、
「
…
…
事
業
者
が
公
の
入
札
に
際
し
、
共
同
し
て
価
格
を
決
定
す
る
が
ご
と
ぎ
行
為
は
、
自
由
競
争
の
確
保
を
眼
目
と
す
る
独

禁
法
第
一
条
の
精
神
に
違
反
し
、
入
札
制
度
の
美
点
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
為
自
体
、
公
共
の
利
益
に
違
反
す
る
も
の
と
認
め

　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

る
の
が
相
当
で
あ
り
、
…
…
」
と
述
べ
、
ま
た
野
田
醤
油
事
件
で
は
、
「
私
的
独
占
禁
止
法
等
が
事
業
者
が
共
同
し
て
価
格
を
左
右
す
る
こ
と
を
禁

じ
た
の
は
、
私
的
企
業
が
し
意
的
に
価
格
を
支
配
す
る
力
を
有
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
結
局
消
費
者
に
と
り
不
利
で
あ
る
と
の
見
解
に
基
き
一
律

に
か
か
る
力
を
ふ
る
う
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ
つ
て
、
特
定
の
場
合
に
た
ま
た
ま
か
か
る
力
が
消
費
者
に
有
利
な
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
は
か
か
る
危
険
な
力
の
存
在
を
容
認
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
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裁
判
所
も
ま
た
公
正
取
引
委
員
会
と
同
一
の
立
場
に
立
つ
て
い
る
。
東
京
高
裁
は
、
新
聞
販
路
協
定
事
件
で
、
「
自
由
競
争
の
あ
る
と
こ
ろ
優

勝
劣
敗
の
分
れ
る
こ
と
は
免
れ
難
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
販
売
店
の
経
営
が
存
立
す
る
か
否
か
は
も
つ
ば
ら
市
場
の
法
則
に
委
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
か
る
事
態
を
さ
け
ん
が
た
め
に
人
為
的
な
競
争
制
限
を
行
う
こ
と
は
本
来
独
占
禁
止
法
の
許
さ
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
主
婦
連
ジ
ュ
ー
ス
事
件
で
は
、
「
独
占
禁
止
法
は
…
…
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
般
消
費
者
の
利
益
は
お
の
ず
か
ら
確
保
さ
れ
る
も
の
と
の
建
前
に
立
つ
も
の
」
（
傍
点
筆
者
）
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

　
さ
て
、
独
禁
法
に
は
究
極
的
目
的
と
手
段
的
目
的
が
あ
り
、
「
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
」
す
る
こ
と
は
手
段
的
目
的
に
す
ぎ
な
い
と
い

つ
て
も
、
究
極
的
目
的
、
す
な
わ
ち
「
一
般
消
費
者
の
利
益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の
民
主
的
で
健
全
な
発
達
を
促
進
す
る
こ
と
」

の
内
容
が
具
体
的
に
明
か
に
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
究
極
的
目
的
と
手
段
的
目
的
が
同
視
さ
れ
る
か
、
手
段
的
目
的
が
本
来
の
妥
当
領
域
を
制
限
さ

れ
る
危
険
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
後
者
は
、
独
禁
法
の
弱
体
化
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
自
由
競
争
秩
序
を
維

持
す
る
こ
と
が
『
公
共
の
利
益
』
に
合
致
す
る
と
の
考
え
方
は
、
狡
き
に
失
す
る
の
で
あ
つ
て
、
公
共
の
利
益
と
い
う
概
念
は
本
来
生
産
者
、
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

費
者
を
含
め
た
広
い
国
民
経
済
全
般
の
利
益
と
い
う
よ
り
高
い
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
主
張
か
ら
も
明
か
で
あ
ろ

う
o

　
独
禁
法
の
究
極
的
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
、
か
つ
具
体
的
に
明
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
正
田
教
授
が
、
独
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
経
済
的
従
属
関
係
論
の
立
場
か
ら
、
か
な
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
教
授
の
、
独
禁
法
を
経
済
的
従
属
者
の
生
存
権
的
基
本
権

た
る
対
等
取
引
権
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
立
場
自
体
が
、
い
わ
ゆ
る
独
禁
政
策
の
意
義
な
り
現
行
独
禁
法
の
性
格
と
内
容
と
を
考
え

た
場
合
、
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　
以
下
究
極
的
目
的
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
明
か
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
、
ま
ず
「
国
民
経
済
の
民
主
的
で
健
全
な
発
達
」
に
つ
い
て
検
討



し
、
次
に
「
一
般
消
費
者
の
利
益
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
国
民
経
済
の
民
主
的
な
発
達
、
あ
る
い
は
民
主
的
な
国
民
経
済
と
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
経
済
活
動
に
お
い
て
、
特
定
の
企
業
ま
た
は
企
業
集
団
が
絶
対
的
な
力
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
企
業
ま
た
は
企
業
集
団
の
思
う
が
ま

ま
に
経
済
が
動
か
さ
れ
行
く
の
は
、
民
主
的
な
経
済
と
は
云
え
ま
い
。
同
様
に
、
消
費
者
の
需
要
ま
た
は
欲
望
を
充
足
す
る
形
で
生
産
、
流
通
等

の
経
済
活
動
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
企
業
が
生
産
し
、
流
通
さ
せ
た
製
品
を
選
択
の
余
地
な
く
一
方
的
な
条
件
で
購
入
さ
せ
ら
れ
る
の
は
民

主
的
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
民
主
的
な
経
済
と
は
、
国
民
経
済
を
構
成
す
る
各
経
済
主
体
の
い
ず
れ
も
が
、
絶
対
的
な
支
配
力

を
有
さ
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
経
済
活
動
が
最
終
的
に
は
消
費
の
意
向
に
沿
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
維
持
は
ま
さ
に
、

企
業
の
か
か
る
支
配
力
を
排
除
し
、
消
費
者
を
経
済
活
動
の
中
心
に
置
き
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
各
経
済
主
体
の
経
済
活
動
を
客
観
的
に

規
制
す
る
経
済
制
度
で
あ
る
。
経
済
民
主
主
義
は
、
同
時
に
政
治
的
民
主
々
義
の
基
礎
で
も
あ
る
。
経
済
民
主
々
義
な
し
に
は
政
治
的
民
主
々
義

は
成
立
し
得
な
い
。
経
済
的
支
配
力
は
、
容
易
に
政
治
的
支
配
力
に
転
化
な
い
し
は
結
合
す
る
。
経
済
力
の
分
散
は
、
か
か
る
経
済
的
力
と
政
治

的
力
の
結
合
の
危
険
を
排
除
す
る
。

　
「
国
民
経
済
の
健
全
な
発
達
」
と
い
う
概
念
は
、
き
わ
め
て
不
明
確
か
つ
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
は
二
つ
の
側
面
か
ら

把
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
側
面
は
、
国
民
経
済
の
制
度
的
側
面
で
あ
り
、
第
二
の
側
面
は
、
国
民
経
済
の
望
ま
し
い
状
態
な
い

し
は
成
果
の
側
面
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
は
い
か
な
る
形
で
秩
序
づ
け
ら
れ
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

第
二
の
側
面
で
は
具
体
的
に
い
か
な
る
状
態
ま
た
は
成
果
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
が
間
題
と
な
る
。
さ
て
公
正
か
つ
自

由
な
競
争
の
維
持
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
経
済
の
こ
の
二
つ
の
側
面
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
合
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
制
度
的
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
市
場
に
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
が
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
市
場
を
構
成
す
る
各
経
済
主
体

は
自
由
に
行
動
す
る
。
し
か
し
各
経
済
主
体
の
自
由
な
行
動
は
、
恣
意
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
経
済
主
体
の
自
由
な
行
動
の
全
体

的
な
機
能
と
し
て
の
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
つ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場
に
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
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各
経
済
主
体
は
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
客
観
的
な
も
の
に
よ
り
規
制
さ
れ
、
恣
意
的
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
客
観
的
な
も
の
に
よ
り
経
済
が
秩
序
づ
け
ら
れ
る
方
が
、
市
場
支
配
力
を
有
す
る
企
業
の
恣
意
ま
た
は
主
観
に
よ
り
、
あ

る
い
は
国
家
の
直
接
規
制
に
よ
り
秩
序
づ
け
ら
れ
る
よ
り
、
は
る
か
に
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
維
持
は
、

主
観
的
要
素
の
入
り
込
む
余
地
の
な
い
客
観
的
な
も
の
に
よ
り
市
場
ま
た
は
経
済
を
秩
序
づ
け
る
と
い
う
制
度
面
で
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展

に
結
び
付
く
の
で
あ
る
。

　
次
に
成
果
の
面
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
い
か
な
る
成
果
基
準
に
よ
り
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
議
論

が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
諸
資
源
が
効
率
的
に
使
用
さ
れ
（
利
用
し
得
る
資
源
か
ら
国
民
の
望
む
財
ま
た
は
サ
ー
ピ
ス
を
最
大
限
に
生
産
す
る
こ
と
）
、
科
学

技
術
の
進
歩
が
促
進
さ
れ
（
総
生
産
額
お
よ
び
平
均
生
産
額
を
増
大
さ
せ
た
り
、
新
し
い
安
価
な
生
産
方
法
を
開
発
し
た
り
、
新
規
に
改
良
さ
れ
た
製
品
を
開

発
す
る
こ
と
）
、
生
産
や
雇
用
が
安
定
し
（
大
き
な
変
動
を
伴
つ
た
成
長
で
は
な
く
、
相
対
的
に
安
定
し
た
成
長
）
、
所
得
が
公
正
に
配
分
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
国
民
経
済
は
健
全
に
発
展
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
諸
成
果
に
競
争
は
ど
の
よ
う
に
関
連

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
諸
成
果
が
同
じ
程
度
で
市
場
の
機
能
に
結
び
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
“
。
経
済
学
の

研
究
に
よ
れ
ば
諸
資
源
の
効
率
的
使
用
、
お
よ
び
科
学
技
術
の
開
発
が
市
場
の
機
能
に
直
接
か
つ
密
接
に
依
存
し
、
経
済
の
安
定
的
成
長
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

所
得
の
公
正
分
配
は
直
接
に
は
市
場
の
機
能
に
よ
つ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
市
場
の
機
能
は
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
評
価
す
る
あ
ら
ゆ
る
成
果
基
準
に
同
じ
程
度
に
直
接
か
つ
密
接
に
関
連
す
る
の
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
競
争
維
持
政
策
は
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
資
源
の
有
効

な
使
用
お
よ
び
科
学
技
術
の
発
展
と
い
う
側
面
を
通
じ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
経
済
の

安
定
成
長
の
た
め
に
は
、
他
の
経
済
政
策
す
な
わ
ち
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
た
め
の
金
融
・
財
政
政
策
や
雇
用
政
策
が
、
ま
た
所
得
の
公
正

な
配
分
の
た
め
に
は
所
得
政
策
が
、
国
民
経
済
の
健
盆
な
発
展
の
た
め
に
導
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
例
外
的
に
競
争
維
持
政
策
が
、



資
源
の
効
率
的
使
用
お
よ
び
科
学
技
術
の
開
発
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
に
は
、
他
の
政
策
手
段
、
例
え
ば
国
の
直
接
的
規
制
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
自
然
独
占
の
場
合
を
考
え
れ
ば
明
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
独
占
禁
止
政
策
”
競
争
維
持
政
策
の
限
界
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
最
後
に
、
消
費
者
の
利
益
と
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
と
の
関
係
が
残
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
論
文
で
詳
論
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、

制
度
的
側
面
で
も
、
望
ま
し
い
経
済
的
成
果
の
側
面
で
も
、
消
費
者
の
利
益
の
確
保
な
し
に
は
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ

け
を
指
摘
し
て
お
く
。
例
え
ば
、
諸
資
源
の
効
率
的
使
用
も
、
消
費
者
の
欲
望
を
い
か
に
最
大
限
に
充
足
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
科
学
技

術
の
開
発
も
、
消
費
者
の
利
益
の
た
め
の
科
学
技
術
の
開
発
で
あ
る
。

　
以
上
独
占
禁
止
法
の
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
次
の
ア
メ
リ
カ
の
最
高
裁
の
判
決
が
、
独
禁
法
の
目
的
を
き
わ
め
て
簡
潔
に
表
現
し

て
い
る
。

　
　
　
「
シ
ャ
ー
マ
ン
法
は
、
誰
か
ら
も
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
な
競
争
を
、
取
引
の
原
理
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
抱
括
的
な
経
済
的
自
由
の
憲
章
と
し

　
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
制
限
を
受
け
な
い
競
争
力
の
相
互
作
用
は
、
我
々
の
経
済
的
諸
資
源
の
最
適
な
配
分
を
、
低
価
格
高
品
質
を
、
最
高
の
進
歩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

　
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
を
、
同
時
に
民
主
々
義
的
政
治
・
社
会
制
度
に
資
す
る
環
境
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
」

（（（（（（（（（（10987654321））））））））））
湯
浅
木
材
株
式
会
社
外
六
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
四
・
八
・
三
〇
審
決
）
・
審
決
集
一
巻
八
四
頁
。

野
田
醤
油
株
式
会
社
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
七
・
四
・
四
審
決
）
・
審
決
集
四
巻
四
頁
。

株
式
会
社
朝
日
新
聞
社
ほ
か
二
六
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
八
二
干
九
東
京
高
裁
判
決
）
・
審
決
集
四
巻
一
九
一
頁
。

主
婦
連
ジ
ュ
ー
ス
事
件
（
昭
和
四
九
・
七
・
一
九
東
京
高
裁
判
決
）
・
判
例
時
報
七
四
六
号
。

昭
和
三
三
年
二
月
四
目
独
占
禁
止
法
審
議
会
答
申
。

正
田
彬
「
経
済
法
」
一
三
四
頁
、
同
「
独
占
禁
止
法
上
の
『
公
共
の
利
益
』
の
意
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
〇
〇
号
（
学
説
展
望
i
法
律
学
の
争
点
）

従
来
、
制
度
的
な
面
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
な
か
つ
た
。
ま
た
経
済
学
者
は
第
二
の
側
面
に
専
念
し
て
ぎ
た
。

囚
四
》
ω
g
”
区
↓
震
ぎ
ぴ
》
嘗
津
議
ω
け
勺
o
一
一
〇
ざ
，
臨
●

拙
稿
「
消
費
者
被
害
と
不
服
申
立
」
法
津
の
ひ
ろ
ば
二
七
巻
一
二
号
、
同
「
ジ
ュ
ー
ス
事
件
に
つ
い
て
」
公
正
取
引
二
七
四
号
。

Z
o
9
①
鰐
℃
碧
5
0
園
ざ
く
。
d
三
8
α
ω
鼠
g
の
、
醤
q
●
ω
一
・
　
（
一
〇
密
）

独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

三
九
六
頁
以
下
。

（
二
一
五
三
）



独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制

　
　
　
　
三
　
市
場
支
配
力
規
制
の
原
則
禁
止
主
義
と
弊
害
規
制
主
義

二
〇
　
　
（
コ
一
五
四
）

　
市
場
に
市
場
支
配
力
が
形
成
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
単
一
の
企
業
に
よ
り
単
独
に
所
有
さ
れ
る
に
せ
よ
、
複
数
の
企
業
に
よ
り
共
有
さ
れ

る
に
せ
よ
、
市
場
に
お
け
る
競
争
は
制
限
さ
れ
、
市
場
の
機
能
は
発
揮
さ
れ
な
く
な
る
。
し
た
が
つ
て
独
占
禁
止
法
制
の
立
場
か
ら
は
、
市
場
に

お
け
る
競
争
を
維
持
し
、
市
場
の
機
能
を
回
復
す
る
た
め
に
、
市
場
支
配
力
に
対
す
る
何
ら
か
の
規
制
が
必
要
に
な
る
。
市
場
支
配
力
の
規
制
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

関
す
る
独
禁
法
制
に
つ
い
て
は
二
つ
の
立
場
が
区
別
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
原
則
禁
止
主
義
と
弊
害
規
制
主
義
で
あ
る
。
前
者
は
市
場
支
配
力
の
形

成
●
維
持
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
・
内
部
的
成
長
に
よ
ら
ず
に
外
部
的
な
形
で
（
例
え
ば
・
合
併
・
株
式
取
得
・
役
員
兼
任
・
営
業
の
譲
受
な
ど
に
よ
り
）

市
場
支
配
力
が
形
成
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
後
者
は
市
場
支
配
力
そ
れ
自
体
に
は
中
立
で
あ
り
、
市
場
支

配
力
の
濫
用
行
使
を
規
制
す
る
。
し
か
し
原
則
禁
止
主
義
に
お
い
て
は
内
部
的
成
長
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
市
場
支
配
力
、
あ
る
い
は
適
法
な
形

で
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
市
場
支
配
力
は
容
認
さ
れ
る
。
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
で
は
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
市
場
支
配
力
の
規
制
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
問
題
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寡
占
市
場
に
お
け
る
管
理
価
格
、
あ
る
い
は
同
調
的
価
格
引
上
げ
は
ま
さ
に
か
か
る
現
存
市
場
支
配
力
の
行

使
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
で
は
、
い
わ
ゆ
る
産
業
再
編
成
、
す
な
わ
ち
企
業
分
割
を
含
む
構
造
規
制
の
問
題
が
提

起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
は
、
市
場
支
配
力
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
か
ら
、
理
論
的
に
は
企
業
を
分
割
し
市
場
支
配
力
を

排
除
す
る
こ
と
ま
で
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
他
方
、
弊
害
規
制
主
義
の
立
場
で
は
市
場
支
配
力
の
濫
用
が
、
そ
も
そ
も
市
場
支
配
力
の
存
在
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
、
単
に
弊
害
を
規
制
す
る

だ
け
で
は
問
題
の
根
本
的
解
決
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
病
の
根
源
を
取
り
除
く
こ
と
が
根
本
と
な
る
。
特
に
産
業

組
織
論
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
行
動
は
市
場
の
構
造
に
よ
つ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
市
場
の
構
造
が
非
競
争
的
で
あ
れ
ば
企
業
の
行

動
は
必
然
的
に
非
競
争
的
に
な
る
。
企
業
の
行
動
を
競
争
的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
市
場
の
構
造
を
競
争
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
必
要



と
な
る
。
例
え
ば
、
企
業
の
規
模
が
相
対
的
に
小
さ
く
、
企
業
の
数
が
多
い
場
合
に
は
、
ヵ
ル
テ
ル
を
結
び
維
持
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で

は
な
い
。
逆
に
、
企
菜
の
規
模
が
相
対
的
に
大
き
く
、
企
業
数
が
少
な
い
場
合
に
は
、
カ
ル
テ
ル
が
容
易
に
行
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
単
に
企
業

の
行
動
だ
け
を
規
制
し
て
も
、
あ
ま
り
効
果
的
で
は
な
い
。
市
場
構
造
そ
れ
自
体
を
競
争
的
に
維
持
す
る
措
置
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
企

業
行
動
の
規
制
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
し
て
、
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
に
立
つ
ア
メ
リ
カ
で
は
、
産
業
再
編
成
を
目
的
と
し
た
法
律
の
制
定
、
す
な
わ
ち
ハ
ー
ト
法
案
が
議
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
わ
が
国
で
も
前
国
会
に
お
い
て
営
業
譲
渡
を
含
む
構
造
規
制
を
取
り
入
れ
た
独
禁
法
の
改
正
が
問
題
と
さ
れ
た
。
他

方
、
弊
害
規
制
主
義
の
立
場
に
立
つ
国
、
例
え
ば
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
法
改
正
に
よ
り
企
業
集
中
規
制
を
導
入
ま
た
は
強
化
し
て

（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
る
。
更
に
、
E
C
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
企
業
集
中
規
制
の
た
め
の
法
律
案
を
目
下
検
討
中
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
弊
害
規
制
主
義
は
基
本
的
に
は
市
場
支
配
力
の
濫
用
を
規
制
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
最
近
で
は
同
時
に
集
中
規
制
を
導

入
し
、
事
前
に
市
場
支
配
力
の
形
成
・
維
持
を
阻
止
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
弊
害
規
制
主
義
の
立
場
と
、
伝
統
的

原
則
禁
止
主
義
の
立
場
と
は
市
場
支
配
力
の
形
成
・
維
持
の
規
制
に
つ
い
て
は
実
際
上
、
差
違
が
な
く
な
つ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
た

だ
し
合
法
的
に
形
成
・
維
持
さ
れ
て
い
る
市
場
支
配
力
に
対
す
る
規
制
に
関
し
て
は
、
弊
害
規
制
主
義
の
立
場
が
、
伝
統
的
原
則
禁
止
主
義
の
立

場
に
比
較
し
て
広
範
か
つ
強
力
に
規
制
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
独
占
禁
法
は
私
的
独
占
、
不
当
な
取
引
制
限
お
よ
び
不
公
正
な
取
引
方
法
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
系
列
に
属
す

る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。
私
的
独
占
、
不
当
な
取
引
制
限
お
よ
び
こ
れ
ら
の
系
列
に
属
す
る
行
為
は
、
市
場
支
配
力
を
形
成
・
維
持
す
る
行
為

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
不
公
正
な
取
引
方
法
は
、
原
則
と
し
て
は
個
別
的
取
引
に
お
い
て
相
手
方
に
対
す
る
優
越
し
た
地
位
ま
た
は
経
済
力
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
反
競
争
的
（
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
）
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
市
場
に
お
け
る
競
争
業
者
に
対
す
る
支
配
力
で
あ
る
市
場
支
配

力
の
存
在
を
必
ず
し
も
前
提
と
す
る
も
の
で
も
な
い
し
、
ま
た
市
場
支
配
力
の
不
当
な
行
使
（
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
行
使
）
を
す
べ
て
含
む
も
の

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
　
　
（
一
二
五
五
）



　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
一
二
五
六
）

で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
市
場
支
配
力
の
行
使
と
し
て
現
代
経
済
社
会
に
お
い
て
最
も
間
題
と
な
る
い
わ
ゆ
る
管
理
価
格
、
あ
る
い
は
同
調
的
価
格

引
上
げ
、
競
争
が
存
在
し
た
な
ら
ば
あ
り
得
な
い
よ
う
な
高
価
格
の
設
定
ま
た
は
維
持
な
ど
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
は
該
当
し
な
い
。
な
お
こ

れ
ら
の
管
理
価
格
、
あ
る
い
は
同
調
的
価
格
引
上
げ
は
、
私
的
独
占
ま
た
は
不
当
な
取
引
制
限
と
し
て
現
行
法
で
規
制
す
る
こ
と
も
き
わ
め
て
困

難
で
あ
る
。

　
他
方
弊
害
規
制
主
義
を
採
用
す
る
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
市
場
支
配
力
の
濫
用
行
使
と
し
て
、
管
理
価
格
、
同
調
的
価
格
引
上
げ
行
為
、

高
い
非
競
争
価
格
の
設
定
・
維
持
を
規
制
し
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
西
ド
イ
ッ
は
一
九
七
三
年
の
改
正
法
で
、
市
場
支
配
的
地
位
を
生
ぜ
し

め
る
、
ま
た
は
強
化
す
る
企
業
結
合
を
禁
止
す
る
制
度
を
導
入
し
た
が
（
二
四
条
）
、
同
時
に
市
場
支
配
的
企
業
の
地
位
の
濫
用
規
制
を
強
化
し
、

寡
占
的
市
場
構
造
の
下
に
お
け
る
非
競
争
的
価
格
設
定
行
動
に
対
す
る
攻
撃
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
運
用
で
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
と

さ
れ
た
も
の
に
は
、
わ
が
国
の
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
次
の
事
例
が
注
目
さ
れ
る
。

　
法
改
正
前
の
事
件
で
あ
る
が
、
北
部
ド
イ
ッ
の
セ
メ
ン
ト
製
造
業
者
の
共
同
販
売
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
る
有
限
会
社
が
、
地
域
的
差
別
価

格
制
度
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
エ
ル
ベ
川
右
岸
地
域
に
居
住
す
る
消
費
者
が
、
左
岸
に
居
住
す
る
消
費
者
よ
り
ト
ン
当
り
四
ド
イ
ッ
マ
ル
ク
高
く

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
エ
ル
ベ
下
流
セ
メ
ン
ト
事
務
所
事
件
（
N
聾
Φ
旨
ぎ
旨
a
α
暮
①
琶
幕
8
の
。
）
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦

カ
ル
テ
ル
庁
の
見
解
を
支
持
し
て
次
の
よ
う
に
判
決
し
た
。

　
　
『
か
り
に
共
同
販
売
機
関
が
存
在
し
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
構
成
事
業
者
は
寡
占
を
形
成
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
価
格
は
寡
占
市
場
の
特
殊
性
に
よ
つ
て
決

　
定
さ
れ
る
か
ら
、
構
成
事
業
者
は
第
一
条
の
意
図
す
る
有
効
な
競
争
を
行
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
議
論
で
〔
こ
の
結
論
（
競
争
状
態
の
も
と
で
得
ら
れ
る
価
格
よ
り
高

　
い
価
格
は
濫
用
で
あ
る
i
筆
者
）
を
〕
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
企
業
間
に
実
質
的
な
競
争
が
存
在
し
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
ま
た
そ
の

　
価
格
が
有
効
競
争
の
状
態
の
も
と
で
の
価
格
よ
り
議
論
の
余
地
な
く
高
い
場
合
に
は
、
こ
の
場
合
に
も
カ
ル
テ
ル
庁
は
製
造
業
者
が
高
い
価
格
を
設
定
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
を
阻
止
す
る
た
め
に
介
入
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
権
限
の
根
拠
は
第
二
二
条
一
項
、
二
項
、
三
項
一
号
お
よ
び
四
項
で
あ
る
。
」



　
こ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
は
、
差
別
価
格
の
み
な
ら
ず
、
競
争
状
態
の
も
と
で
得
ら
れ
る
価
格
よ
り
高
い
価
格
自
体
も
濫
用
的
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
法
改
正
後
の
最
近
の
事
例
で
注
目
さ
れ
る
事
件
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
社
事
件
、
メ
ル
ク
社
事
件
お
よ
び
ブ
リ
テ
ィ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ユ
ペ
ト
・
i
リ
ア
ム
社
事
件
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
件
で
は
、
寡
占
市
場
に
お
け
る
価
格
引
上
げ
が
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
問
わ
れ
た
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
社
事
件
で
は
、
同
社
の
国
内
向
出
荷
価
格
が
他
の
E
C
加
盟
国
に
対
す
る
出
荷
価
格
よ
り
か
な
り
高
か
つ
た
こ
と
が
濫
用
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
メ
ル
ク
社
事
件
で
は
、
メ
ル
ク
社
の
ビ
タ
ミ
ン
B
の
価
格
が
他
社
の
価
格
の
倍
以
上
で
あ
つ
た
が
、
さ
ら
に
一
〇
％
の
価
格
引
上
げ
を
行

つ
た
こ
と
、
ま
た
同
社
の
国
内
向
出
荷
価
格
が
外
国
向
出
荷
価
格
よ
り
非
常
に
高
か
つ
た
こ
と
が
濫
用
と
さ
れ
た
。
B
P
社
事
件
で
は
石
油
危
機

に
関
連
し
て
、
B
P
社
を
含
む
外
資
系
石
油
会
社
四
社
と
民
族
系
石
油
会
社
の
ア
ラ
ー
ル
社
の
五
社
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
引
上
げ
た
の
が
濫
用
で

あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
い
ず
れ
も
寡
占
市
場
に
お
け
る
価
格
引
上
げ
行
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ウ
ン
社
は
電
気
力
、
・
・
ソ
リ
市
場

で
三
分
の
一
以
上
の
市
場
占
拠
率
を
有
し
、
メ
ル
ク
社
は
四
社
累
積
集
中
度
九
〇
％
以
上
の
市
場
に
お
け
る
三
位
の
企
業
で
あ
り
、
B
P
社
は
他

の
四
社
と
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
の
四
分
の
三
以
上
を
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寡
占
市
場
に
お
け
る
価
格
設
定
行
為
が
、
市
場
価

格
（
実
際
に
は
推
定
市
場
価
格
旺
≧
ω
。
び
名
象
ぼ
≦
段
房
零
一
8
）
を
基
準
と
し
て
、
こ
れ
を
上
回
つ
た
場
合
に
濫
用
と
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ

る
。
要
す
る
に
、
濫
用
規
制
が
、
寡
占
市
場
に
お
け
る
管
理
価
格
規
制
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
判
断
基
準
が
推
定
競
争
価
格
で

あ
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
西
ド
イ
ッ
の
場
合
は
一
応
競
争
を
前
提
と
し
た
弊
害
規
制
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
じ
弊
害
規
制
主
義
と
い
つ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
西
ド
イ
ツ
と
対
照
的
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
六
五
年
の
「
独
占
お
よ
び
合
併

法
」
が
、
「
独
占
状
態
」
（
独
占
企
業
ま
た
は
寡
占
企
業
の
シ
ェ
ア
が
全
国
ま
た
は
そ
の
実
質
的
な
地
域
に
お
い
て
供
給
・
加
工
さ
れ
る
商
品
ま
た
は
提
供
さ
れ
る

役
務
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
場
合
、
お
よ
び
カ
ル
テ
ル
に
よ
つ
て
役
務
の
供
給
が
ま
つ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
）
が
存
在
す
る
場
合
、
国
務
大

臣
は
、
独
占
状
態
に
あ
る
企
業
の
市
場
行
動
が
公
共
の
利
益
に
反
す
る
か
否
か
の
調
査
を
独
占
委
員
会
に
付
託
し
、
そ
の
報
告
を
受
け
て
公
共
の

利
益
に
反
す
る
市
場
行
動
の
弊
害
を
是
正
し
、
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
に
、
違
法
宣
言
し
、
議
会
の
同
意
を
得
て
商
品
ま
た
は
役
務
の
価
格
の
規

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
一
二
五
七
）



　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
一
二
五
八
）

制
ま
た
は
企
業
の
分
割
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
条
）
と
定
め
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
に
公
正
取
引
法
が
制
定
さ
れ
、
独
占
状
態
の

基
準
が
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　
価
格
引
下
げ
が
要
請
さ
れ
た
注
目
す
べ
き
事
例
と
し
て
は
、
コ
ダ
ッ
ク
社
の
ヵ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
事
件
、
ユ
ニ
レ
バ
i
社
と
P
＆
G
社
の
家
庭
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

洗
剤
事
件
、
お
よ
び
・
ッ
シ
ュ
社
の
精
神
安
定
剤
事
件
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
に
は
、
競
争
を
前

提
と
し
た
弊
害
規
制
と
い
う
よ
り
は
、
独
占
企
業
の
得
て
い
る
利
潤
率
を
全
国
平
均
と
比
較
し
、
過
大
な
利
益
を
得
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
、
公
益
違
反
と
し
て
適
正
な
利
潤
を
得
る
適
正
な
価
格
ま
で
引
下
げ
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
推
定
に
し
ろ
競
争
価
格
を

前
提
す
る
西
ド
イ
ッ
の
場
合
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　
代
表
的
事
例
で
あ
る
コ
ダ
ッ
ク
社
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
事
件
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
独
占
委
員
会
は
、
約
七
五
％
の
シ
ェ
ア
ー
を
有
し
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
支
配
的
な
供
給
者
で
あ
る
コ
ダ
ッ
ク
社
の
価
格
を
調
査
し
た
。
コ
ダ
ッ
ク
社
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
価
格
が
不
当
に
高
い
か
否

か
を
決
定
す
る
に
あ
た
つ
て
、
独
占
委
員
会
は
、
①
コ
ダ
ッ
ク
社
の
全
事
業
の
投
下
資
本
利
潤
率
（
一
九
六
四
年
二
三
．
八
％
）
を
全
製
造
業
の

そ
れ
（
一
九
六
三
年
・
一
三
・
四
％
）
と
比
較
し
、
②
同
社
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
部
門
の
利
潤
率
（
一
九
六
四
年
．
五
五
．
六
％
）
を
ヵ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム

以
外
の
部
門
の
そ
れ
（
一
九
六
四
年
・
一
七
・
六
％
）
お
よ
び
全
事
業
の
そ
れ
（
一
九
六
四
年
二
三
・
八
％
）
と
を
比
較
し
た
。
委
員
会
は
、
コ
ダ
ヅ

ク
の
全
事
業
に
つ
い
て
の
利
潤
率
が
不
当
に
高
く
な
い
か
ぎ
り
、
同
社
は
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
部
門
で
非
常
に
高
い
利
潤
率
を
得
る
自
由
が
あ
る
と

い
う
コ
ダ
ッ
ク
社
の
主
張
を
退
け
た
。
委
員
会
は
、
コ
ダ
ツ
ク
社
の
見
解
に
従
え
ば
、
当
該
企
業
が
、
問
題
と
な
つ
て
い
る
商
品
以
外
の
商
品
に
つ

い
て
事
業
を
行
つ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
攻
撃
で
ぎ
る
利
潤
が
、
た
ま
た
ま
当
該
企
業
が
利
潤
率
を
均
衡
さ
せ
る
よ
う
な
利
益
の
低
い
事
業
を
他

に
行
つ
て
い
れ
ば
非
難
で
き
な
く
な
つ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
た
。
委
員
会
は
、
コ
ダ
ッ
ク
社
の
事
業
の
六
分
の
一
を
占
め
る
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
が

同
社
の
総
純
利
益
の
三
分
の
一
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
お
よ
び
販
売
が
コ
ダ
ッ
ク
社
に
と
つ
て
き
わ
め
て
リ

ス
ク
の
大
き
い
事
業
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
次
の
結
論
に
達
し
た
。



『
わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
よ
れ
ぽ
、
コ
ダ
ッ
ク
社
は
そ
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
事
業
で
全
体
の
収
益
の
う
ち
不
釣
合
な
ほ
ど
大
き
な
収
益
を
得
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
同
社
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
に
お
け
る
独
占
的
地
位
が
他
の
活
動
分
野
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
く
自
由
裁
量
を
許
L
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の

収
め
た
成
功
に
関
し
て
適
切
な
報
酬
を
得
る
競
争
的
業
老
に
つ
い
て
何
等
異
議
は
も
た
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
功
が
例
え
ば
コ
ダ
ッ
ク
の
カ
ラ
ー
フ

ィ
ル
ム
に
お
け
る
よ
う
な
市
場
支
配
的
地
位
に
導
く
こ
と
に
な
る
と
、
公
共
の
利
益
に
関
連
す
る
責
任
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
公
共
の
利
益
と
は
、
本
件
の

場
台
、
独
占
的
供
給
者
か
供
給
者
と
し
て
適
切
な
報
酬
を
え
る
と
と
も
に
そ
れ
に
見
合
う
最
低
価
格
で
消
費
者
が
よ
い
品
と
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に

そ
の
地
位
を
用
い
る
べ
き
も
の
と
わ
れ
わ
れ
に
は
思
え
る
。
こ
の
報
酬
の
一
部
を
、
そ
の
後
供
給
者
の
事
業
拡
張
資
金
に
充
当
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
理
由

は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
拡
張
の
必
要
性
に
よ
つ
て
報
酬
の
大
小
を
決
め
る
べ
き
も
の
だ
と
は
考
え
な
い
。
一
九
六
四
年
度
の
コ
ダ
ッ
ク
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル

ム
の
事
業
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
数
字
に
よ
る
と
同
社
の
販
売
価
格
は
平
均
約
二
〇
％
軽
減
さ
れ
た
が
そ
れ
で
も
岳
曾
a
冒
8
ω
什
富
巴
の
に
基
づ
く
使
用
資

本
に
対
し
て
は
、
な
お
二
〇
％
の
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
販
売
は
、
量
的
に
何
等
変
更
の
な
い
も
の
と
推
断
し
て
で
あ
る
）
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
％

が
必
ず
し
も
望
ま
し
い
最
高
の
収
益
率
だ
と
い
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
コ
ダ
ッ
ク
に
は
、
作
戦
的
行
動
を
と
る
余
裕
が
あ
る
こ
と
お
よ
び
価
格
政
策
の

変
更
が
も
た
ら
し
た
意
味
深
長
な
結
果
を
示
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
か
か
る
値
引
き
は
、
疑
い
も
な
く
コ
ダ
ッ
ク
の
市
場
支
配
力
を
一
層
強
化
す
る
。
こ
の
意
味
で
は
前
項
で
述
べ
た
わ
れ
わ
れ
の
計
算
は
、
非
現
実
的
で
あ

る
。
事
実
コ
ダ
ッ
ク
が
一
九
六
四
年
の
実
際
水
準
よ
り
も
二
〇
％
引
き
で
販
売
し
て
い
た
な
ら
ば
、
確
か
に
同
社
商
品
の
需
要
を
刺
激
し
、
販
売
量
が
増
加
し

た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
究
極
的
に
規
模
の
経
済
の
余
地
を
与
え
、
な
お
、
一
層
値
引
き
す
る
こ
と
に
な
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
す
で
に
指
摘

し
た
ご
と
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
点
が
コ
ダ
ッ
ク
の
独
占
的
地
位
を
さ
ら
に
高
め
る
過
程
の
根
拠
の
あ
る
反
論
と
は
考
え
な
い
。
独
占
あ
る
い
は
一
手
販
売

は
、
消
費
者
に
も
恩
恵
が
及
ぶ
よ
う
な
規
模
の
経
済
を
も
た
ら
す
限
り
、
公
共
の
利
益
に
と
つ
て
有
利
で
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
、
ま
た
独
占
を
さ
ら
に
強
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
結
果
を
招
く
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
独
占
は
、
経
済
性
を
高
め
、
成
功
さ
せ
て
ゆ
く
限
り
、
正
当
な
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
」

（
1
）
　
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
を
採
用
す
る
国
と
し
て
は
ア
メ
リ
ヵ
、
日
本
が
代
表
的
で
あ
り
、
弊
害
規
制
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
の
は
E
C
お
よ
び
E
C
加
盟
諸
国
で
あ
る
。

（
2
）
　
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
に
お
い
て
、
内
部
的
成
長
に
よ
る
市
場
支
配
力
の
形
成
・
維
持
が
容
認
さ
れ
る
の
は
、
市
場
の
テ
ス
ト
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
≦
三
貰
山
プ
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（
一
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六
〇
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（
4
）
　
松
下
満
雄
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
独
占
禁
止
政
策
と
独
禁
法
の
運
用
」
法
律
時
報
四
六
巻
コ
号
、
正
田
彬
門
西
ド
イ
ッ
競
争
制
限
防
止
法
の
展
開
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
六
六
号

　
　
参
照
。

　
（
5
）
　
E
C
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
E
C
に
お
け
る
独
禁
法
の
最
近
の
動
向
」
法
律
時
報
五
五
九
号
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
O
O
員
O
o
β
ヨ
o
昌
蜜
”
鱒
9
閃
8
0
旨
即
房
霊
φ

　
　
2
ρ
認
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国
際
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寡
占
と
独
禁
法
」
一

　
　
一
八
頁
）

　
（
7
）
　
こ
れ
ら
の
事
件
の
紹
介
と
し
て
は
、
正
田
・
前
掲
論
文
、
小
原
喜
雄
「
市
場
支
配
力
に
対
す
る
欧
米
の
公
的
規
制
」
季
刊
現
代
経
済
一
四
号
、
松
下
満
雄
　
「
市
場
支
配
的
企
業

　
　
の
法
規
制
」
現
代
商
法
学
の
課
題
（
中
）
が
あ
る
。

　
（
8
）
　
ρ
閣
●
ρ
∪
‘
匡
霧
犀
①
け
℃
o
奢
R
帥
昌
q
↓
7
0
ピ
”
≦
一
霧
u
謡
ρ
曽
o
o
・

　
　
　
こ
れ
ら
事
件
の
紹
介
と
し
て
は
、
小
原
・
前
掲
論
文
が
詳
し
い
。

　
（
9
）
　
冨
8
8
0
一
一
8
0
0
ヨ
ヨ
δ
蝕
o
員
国
8
0
旨
8
9
0
¢
β
℃
℃
蔓
”
注
零
0
8
の
の
ぎ
o
q
g
O
o
δ
ξ
国
一
β
冨
壁
彫
謡
箪
8
0
（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
編
「
管
理
価
格
」

　
　
一
七
三
頁
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
幣
害
規
制
の
必
要
性

　
弊
害
規
制
主
義
の
立
場
に
立
つ
国
々
も
、
経
済
の
寡
占
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
企
業
集
中
規
制
を
導
入
な
い
し
は
強
化
す
る
方
向
に
進
ん
で

い
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
必
要
不
可
欠
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
残
さ
れ
た
問
題
は
、
現
存
の
市
場
支
配
力
お
よ
び

今
後
合
法
的
に
形
成
さ
れ
る
市
場
支
配
力
を
い
か
に
規
制
す
る
か
で
あ
る
。
原
則
禁
止
の
立
場
で
は
、
理
論
的
に
は
構
造
規
制
に
よ
り
産
業
を

競
争
的
に
再
編
成
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
市
場
に
競
争
を
回
復
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
競
争
政
策
の
立
場
か
ら
は
、
理
論
的
一
貫
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
正
当
視
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
弊
害
規
制
は
本
来
自
由
に
決
定
さ
れ

る
べ
き
価
格
に
対
す
る
国
家
の
介
入
で
あ
り
、
価
格
引
下
げ
命
令
後
、
市
場
に
競
争
が
回
復
し
、
競
争
に
よ
つ
て
価
格
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
寡
占
市
場
を
前
提
と
す
る
限
り
考
え
ら
れ
な
い
。
市
場
構
造
自
体
を
競
争
的
に
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
弊
害
規
制
は
原
則
禁
止
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
わ
が
国
の
場
合
、
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
独
占
禁
止
法
制
の
目



的
は
、
す
で
に
明
か
に
し
た
よ
う
に
、
民
主
的
で
健
全
な
国
民
経
済
の
発
展
に
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
経
済
全
体
と
し
て
み
て
民
主
的
な
経
済
制
度

に
反
せ
ず
、
か
つ
競
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
客
観
的
な
も
の
に
よ
つ
て
経
済
主
体
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
と
い
う
制
度
に
反
し
な
い
か
ぎ
り

に
お
い
て
、
望
ま
し
い
経
済
的
成
果
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
例
外
的
に
競
争
が
排
除
さ
れ
他
の
政
策
手
段
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

典
型
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
自
然
独
占
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
（
た
と
え
ば
、
独
禁
法
二
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
鉄
道
事
業
、

電
気
事
業
、
ガ
ス
事
業
等
性
質
上
当
然
に
独
占
と
な
る
事
業
）
。
こ
の
場
合
に
は
、
形
成
さ
れ
た
市
場
支
配
力
は
国
家
の
直
接
的
規
制
の
下
に
置
か
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
競
争
政
策
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
産
業
で
あ
つ
て
、
高
度
に
寡
占
的
で
あ
る
産
業
を
考
え
て
み
よ
う
。
か
か
る
産
業
に
お
い
て
、
技

術
的
理
由
で
企
業
分
割
な
ど
の
構
造
規
制
を
行
え
ば
、
最
小
最
適
規
模
で
の
生
産
が
不
可
能
と
な
り
、
逆
に
原
価
が
上
昇
し
市
場
成
果
が
悪
化

す
る
こ
と
が
明
か
な
場
合
に
は
、
企
業
分
割
な
ど
の
構
造
規
制
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
前
国
会
で
衆
議
院
を
通
過
し
、
参
議
院
で
審
議
未

了
に
終
つ
た
改
正
法
案
に
お
い
て
も
、
営
業
の
一
部
譲
渡
の
措
置
は
、
「
当
該
措
置
に
よ
り
、
当
該
事
業
者
に
つ
き
、
そ
の
供
給
す
る
商
品
若
し

く
は
役
務
の
供
給
に
要
す
る
費
用
の
著
し
い
上
昇
を
も
た
ら
す
程
度
に
事
業
の
規
模
が
縮
小
」
す
る
場
合
に
は
命
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い

る
（
八
条
の
四
）
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
し
た
が
つ
て
、
形
成
さ
れ
た
市
場
力
を
構
造
的
規
制
に
よ
つ
て
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
市
場
支
配

力
の
存
在
は
容
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
市
場
支
配
力
が
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
阻
害
す
る
形
で
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
、
い
か
に
規
制

す
る
か
が
間
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
高
度
寡
占
産
業
に
お
け
る
強
力
な
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
野
田
醤
油
私
的
独
占
事
件
の
よ
う

な
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
現
行
独
占
禁
止
法
で
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
市
場
に
お
け
る
有
効
な
競
争
を
回
復
す
る
た
め
に
、
分
割
を
含
む
構
造
規
制
が
望
ま
し
い
と
し
て
も
、
構
造
規
制
は
き
わ
め
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な

措
置
で
あ
り
そ
の
影
響
も
大
き
い
。
し
た
が
つ
て
構
造
規
制
が
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
場
合
（
き
わ
め
て
高
度
に
寡
占
化
し

た
産
業
）
に
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
事
実
、
改
正
案
に
お
い
て
、
営
業
の
一
部
譲
渡
を
命
ず
る
こ
と
の
で
き
る
　
「
独
占
状
態
」
に
つ
い

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
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の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
二
六
一
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二
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一
二
六
二
）

て
き
わ
め
て
制
限
的
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
事
業
分
野
に
お
い
て
、
一
、
当
該
一
年
間
に
お
い
て
、
一
の
事
業
者
の
市

場
占
拠
率
が
二
分
の
一
を
超
え
、
ま
た
は
二
の
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
占
拠
率
の
合
計
が
四
分
の
三
を
超
え
、
二
、
他
の
事
業
者
が
当
該
事

業
分
野
に
属
す
る
事
業
を
新
た
に
営
む
こ
と
を
著
し
く
困
難
に
す
る
事
情
が
あ
り
、
三
、
当
該
事
業
者
の
供
給
す
る
当
該
一
定
の
商
品
ま
た
は
役

務
に
つ
き
、
相
当
の
期
間
、
需
給
の
変
動
お
よ
び
そ
の
供
給
に
要
す
る
費
用
の
変
動
に
照
ら
し
て
、
価
格
の
上
昇
が
著
し
く
、
ま
た
は
そ
の
低
下
が

き
ん
少
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
事
業
者
が
そ
の
期
問
、
政
令
で
定
め
る
利
益
率
を
著
し
く
超
え
る
率
の
利
益
を
得
て
い
る
か
、
当
該
事
業
者
の
属

す
る
事
業
分
野
に
お
け
る
事
業
者
の
標
準
的
な
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
に
比
し
著
し
く
過
大
と
認
め
ら
れ
る
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
を
支
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
い
る
場
合
に
、
独
占
状
態
が
存
在
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
独
占
状
態
が
き
わ
め
て
狭
く
定
め
ら
れ
て
い
る
う
え
に
、
営
業
の
一
部
譲
渡
に
よ
り
、
当
該
事
業
者
に
つ
き
、
そ
の
供
給
す
る
商

品
若
し
く
は
役
務
の
供
給
に
要
す
る
費
用
の
著
し
い
上
昇
を
も
た
ら
す
程
度
に
事
業
の
規
模
が
縮
小
し
、
経
理
が
不
健
全
に
な
り
、
ま
た
は
国
際

競
争
力
の
維
持
が
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
お
よ
び
当
該
商
品
ま
た
は
役
務
に
つ
い
て
競
争
を
回
復
す
る
に
足
り
る
と
認
め
ら
れ
る
他
の

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
営
業
の
一
部
譲
渡
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
し
た
が
つ
て
構
造
規
制
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
構
造
規
制
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
、
し

か
し
市
場
は
か
な
り
寡
占
的
で
あ
り
、
競
争
は
有
効
に
機
能
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
同
調
的
な
価
格
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
り
、
か
な
り
高
い
水
準
に
価

格
が
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
（
具
体
的
に
は
全
産
業
の
利
潤
率
よ
り
非
常
に
高
い
利
潤
率
を
得
て
い
る
よ
う
な
場
合
）
な
ど
を
ど
う
す
る
か
と
い
つ
た
問
題

　
　
（
2
）

が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
協
定
の
存
在
が
立
証
出
来
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
市
場
が
寡
占
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
協
定
あ
る

い
は
合
意
な
し
に
価
格
が
斉
一
化
す
る
現
象
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
経
済
理
論
が
事
実
と
す
れ
ば
、
寡
占
的
市
場
に
お
け
る
同
調

的
価
格
引
上
げ
を
不
当
な
取
引
制
限
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
例
え
、
か
か
る
同
調
的
価
格
引
上
げ
を
、
共
同
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
意
思
に
つ
い
て
の
解
釈
の
操
作
に
よ
つ
て
、
不
当
な
取
引
制
限
と
し
て
把
え
た
と
し
て
も
、
排
除
措
置
の
関
係
で
新
た
な
困
難
に
出
会
う
で



あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
協
定
や
合
意
の
破
棄
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
無
意
味
で
あ
り
、
引
上
げ
前
へ
の
価
格
引
下
げ
命
令
は
、
排
除
措
置
と

し
て
命
じ
ら
れ
る
か
否
か
現
行
法
上
問
題
が
あ
る
。

　
以
上
、
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
に
立
つ
わ
が
国
の
場
合
、
構
造
規
制
を
導
入
し
て
も
な
お
、
弊
害
規
制
が
考
慮
さ
れ
る
場
合
の
あ
り
得
る
こ
と

を
明
か
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
構
造
規
制
だ
け
で
は
不
十
分
な
場
合
か
、
構
造
規
制
に
到
る
前
段
階
の
場
合
で
あ
り
、
必
ず
し

も
弊
害
規
制
が
望
ま
し
い
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
ず
第
一
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
規
模
の
経
済
性
を
損
う
た
め
、
企
業
分
割
な
ど
の
構
造
規
制
が
妥
当
し
な
い
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
考

え
得
る
市
場
支
配
力
の
規
制
手
段
は
、
企
業
を
全
面
的
に
国
家
の
統
制
下
に
置
く
か
、
市
場
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
規
制
を
前
提
と
し
た
弊
害
規

制
の
下
に
置
く
か
で
あ
ろ
う
。
前
者
を
妥
当
と
す
る
か
後
者
を
妥
当
と
す
る
か
は
一
概
に
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
産
業
の

性
格
、
国
民
経
済
に
お
け
る
当
該
産
業
の
地
位
を
考
慮
し
、
更
に
民
主
的
経
済
制
度
の
維
持
を
考
慮
に
入
れ
て
、
い
ず
れ
が
望
ま
し
い
か
が
決
定
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
決
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
規
制
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
現
実
に
は
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
用
し
な
い
以
上
、
そ
の
期
間
弊
害
規
制
を
行
う
こ
と
は
少
く
と
も
必
要
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

　
構
造
規
制
を
妥
当
と
せ
ず
、
か
と
い
つ
て
国
家
の
全
面
的
支
配
を
も
妥
当
と
し
な
い
場
合
（
か
か
る
場
合
が
現
実
に
あ
り
得
る
か
否
か
必
ず
し
も
明

か
で
は
な
い
が
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
は
、
市
場
経
済
の
中
に
組
み
入
れ
て
、
競
争
回
復
の
可
能
性
（
例
え
ば
新
規
参
入
な
ど
に
よ
り
）

を
常
に
期
待
し
追
求
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
競
争
を
前
提
と
し
た
弊
害
規
制
を
行
う
と
い
う
現
実
的
な
道
が
あ
り
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
第
二
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
構
造
的
規
制
と
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
措
置
を
取
る
に
到
ら
な
い
が
、
市
場
は
か
な
り
寡
占
的
で
あ
り
、
同
調
的

価
格
引
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
、
果
た
し
て
、
協
定
あ
る
い
は
合
意
な
し
に
同
調
的
価
格
引
上
げ
が
行
い
得
る
の
か

否
か
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
が
、
規
制
手
段
と
し
て
は
、
弊
害
規
制
か
、
ま
た
は
同
調
的
行
為
を
違
法
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
一
二
六
三
）



　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
二
六
四
）

あ
ろ
う
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
西
ド
イ
ッ
お
よ
び
E
C
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
E
C
の
ロ
ー
マ
条
約
八
五
条
は
、
事
業
者
間
の
協
定
、
事
業
者
団

体
の
決
定
と
な
ら
ん
で
、
加
盟
国
間
の
取
引
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
共
同
市
場
内
の
競
争
の
機
能
を
妨
害
し
、
制
限
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
歪
曲
す
る
目
的
を
有
し
、
ま
た
は
か
か
る
結
果
を
も
た
ら
す
同
調
的
行
為
（
鐸
盈
轟
且
霞
3
鳴
。
。
瓢
日
巨
。
＜
Φ
甚
葺
①
霧
巧
巴
の
9
）
を
禁
止
し
て

い
る
。
ま
た
西
ド
イ
ッ
の
競
争
制
限
禁
止
法
は
一
九
七
三
年
の
改
正
で
、
同
法
に
よ
り
契
約
上
の
拘
束
の
対
象
に
さ
れ
な
い
企
業
又
は
企
業
団
体

の
同
調
的
行
為
（
”
鼠
①
一
壁
民
霞
呂
鴨
民
日
葺
Φ
＜
9
『
巴
ε
濃
）
を
禁
止
す
る
規
定
を
新
設
し
た
（
二
五
条
一
項
）
。

　
こ
の
同
調
的
行
為
の
概
念
お
よ
び
こ
の
規
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
国
際
染
料
カ
ル
テ
ル
事
件
で
、
共
同
体
裁
判
所
は
以
下
の
様
に
判
決
し
て
い

る
。

　
　
「
条
約
八
五
条
は
、
『
同
調
的
行
為
』
を
『
企
業
問
の
協
定
』
お
よ
び
『
事
業
者
団
体
の
決
定
』
と
区
別
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
禁
止
規
定
が
言
葉
の
真
の
意

　
　
味
に
お
け
る
契
約
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
つ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
競
争
の
危
険
を
意
識
的
に
実
際
上
の
同
調
に
置
き
代
え
る
企
業
間
の
同
調
と

　
　
い
う
形
態
を
カ
ヴ
ア
ー
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
同
調
的
行
為
は
そ
の
性
質
上
、
協
定
の
諸
要
件
を
す
べ
て
含
む
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は

　
　
同
調
的
行
為
の
参
加
者
の
行
為
か
ら
明
白
で
あ
る
同
調
か
ら
起
り
得
る
。
た
と
え
平
行
的
行
為
が
、
そ
れ
自
体
同
調
的
行
為
と
同
一
と
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て

　
　
も
、
商
品
の
性
質
、
企
業
の
規
模
、
お
よ
び
市
場
の
範
囲
を
考
え
て
通
常
の
市
場
の
状
態
と
は
異
る
状
態
に
導
く
場
合
に
は
、
そ
れ
は
同
調
的
行
為
の
決
定
的

　
　
徴
候
で
あ
る
。
同
調
的
行
為
に
よ
つ
て
、
企
業
が
競
争
か
ら
生
じ
得
な
い
よ
う
な
水
準
に
価
格
を
安
定
さ
せ
た
り
、
す
で
に
獲
得
し
た
市
場
の
地
位
を
強
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
て
共
同
市
場
に
お
け
る
自
由
取
引
と
消
費
者
の
購
入
先
選
択
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
は
ま
さ
に
か
か
る
場
合
で
あ
る
。
』

　
同
調
的
行
為
の
禁
止
は
、
い
わ
ゆ
る
同
調
的
価
格
引
上
げ
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
立
証
す
る
こ
と
が
実
際
上
困
難
な
取
引
制
限
が
か
な
り
多

数
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
有
効
な
競
争
回
復
手
段
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
　
衆
議
院
商
工
委
員
会
に
公
正
取
引
委
員
会
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
年
間
出
荷
額
五
〇
〇
億
円
以
上
で
、
市
場
占
拠
率
一
社
五
〇
％
、
二
社
七
五
％
以
上
の
事
業
分
野
は
、

　
ビ
ー
ル
製
造
業
、
ウ
イ
ス
キ
i
製
造
茱
、
化
学
調
味
料
製
造
業
、
写
真
フ
イ
ル
ム
製
造
業
、
ブ
リ
キ
製
造
業
、
罐
詰
用
か
ん
製
造
業
、
ボ
イ
ラ
ー
製
造
業
、
ピ
ア
ノ
製
造
業
お
よ
び
腕

時
計
製
造
業
の
一
〇
事
業
分
野
で
あ
る
。
公
正
取
引
二
九
七
号
参
照
。



　
（
2
）
前
掲
資
料
に
よ
れ
ば
、
年
間
出
荷
額
三
〇
〇
億
円
以
上
で
三
社
の
市
場
占
拠
率
が
七
〇
％
以
上
の
事
業
分
野
を
同
調
的
価
格
引
上
げ
の
対
象
業
種
と
し
た
場
合
、
そ
の
業
種
数

　
　
は
七
四
業
種
（
註
①
の
業
種
を
含
む
）
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
流
通
過
程
と
カ
ル
テ
ル
」
実
務
法
律
時
報
一
九
七
〇
年
二
号
、
「
事
業
者
団
体
と
カ
ル
テ
ル
」
法
学
研
究
四
四
巻
七
号
。

　
（
4
）
　
直
訳
す
れ
ば
、
次
々
に
調
子
を
合
わ
せ
て
行
つ
た
行
為
。
同
調
的
行
為
と
か
協
調
的
行
為
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
同
調
的
行
為
と
訳
す
。

　
（
5
）
　
2
ρ
＆
＼
＄
“
一
日
窟
ユ
巴
O
げ
①
e
一
8
一
ぎ
α
拐
貸
一
3
■
巳
・
〈
・
O
o
日
ヨ
一
ω
巴
0
9
ρ
ρ
属
‘
O
o
ヨ
ヨ
8
竃
震
犀
9
幻
8
0
旨
辞
も
巽
90
・
oo
ま
ド
な
お
本
件
の
紹
介

　
と
し
て
は
、
小
原
喜
雄
「
国
際
染
料
カ
ル
テ
ル
事
件
の
審
判
決
に
お
け
る
域
外
管
轄
権
の
問
題
点
（
一
～
四
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
五
、
五
二
六
、
五
二
七
、
五
二
八
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
弊
害
規
制
と
原
価
公
表
制
度

　
前
国
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
を
通
過
し
た
独
禁
法
改
正
案
の
出
発
点
と
な
つ
た
公
正
取
引
委
員
会
試
案
に
は
、
企
業
分
割
規
制
と
同
時
に
原
価
公

表
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
二
、
高
度
の
寡
占
業
種
に
お
い
て
、
価
格
が
同
調
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
価
格
面
で
の
競
争
が
行
わ

れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
事
業
者
に
対
し
、
商
品
等
の
原
価
の
公
表
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
、
原
価
の
公
表
を
命
ぜ
ら
れ

た
事
業
者
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
商
品
等
の
原
価
を
算
定
し
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
原
価
公
表
の
対
象
と
な
る
業
種
ま
た
は
商
品
等
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
指
定
す
る
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
い
う
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
く
寡
占
産
業
に
お
け
る
管
理
価
格
対
策
を
目
的
に
し
た
制
度
で
あ
つ
た
。

　
す
な
わ
ち
こ
の
制
度
が
試
案
に
導
入
さ
れ
た
理
由
は
、
高
度
寡
占
産
業
に
お
け
る
寡
占
企
業
間
の
同
調
的
価
格
引
上
げ
行
為
あ
る
い
は
相
互
依

存
的
価
格
設
定
行
為
が
、
実
質
的
に
は
カ
ル
テ
ル
と
同
様
価
格
競
争
を
終
息
せ
し
め
る
効
果
を
有
し
な
が
ら
、
現
行
独
禁
法
で
規
制
し
え
な
い

点
に
あ
る
。
か
か
る
寡
占
産
業
に
お
け
る
同
調
的
価
格
引
上
げ
を
有
効
に
規
制
す
る
手
段
と
し
て
原
価
公
表
制
度
が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
強
力

な
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
他
が
不
可
避
的
に
追
随
す
る
場
合
に
は
、
改
正
試
案
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
企
業
分
割
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
つ
て
理
論
的
に
は
、
実
際
に
原
価
公
表
の
対
象
に
な
る
の
は
、
本
来
企
業
分
割
が
適
用
さ
れ
る
産
業
で
あ
る
が
例
外
的
に
企
業
分
割
が
行
わ

れ
な
い
産
業
お
よ
び
企
業
分
割
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
高
度
な
寡
占
産
業
で
協
調
的
な
価
格
決
定
が
行
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
産
業
と
い
う
こ

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
一
二
六
五
）



　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
一
二
六
六
）

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
原
価
公
表
制
度
は
、
立
法
者
の
意
図
は
別
と
し
て
、
客
観
的
に
は
、
一
方
で
は
例
外
的
に
企
業
分
割
を
ま
ぬ
が
れ
た
企
業

の
市
場
支
配
力
の
濫
用
を
、
他
方
で
は
企
業
分
割
の
対
象
と
は
さ
れ
な
い
が
高
度
に
寡
占
化
し
た
産
業
に
お
け
る
少
数
の
寡
占
企
業
が
共
有
す
る

市
場
支
配
力
の
濫
用
を
規
制
す
る
手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
制
度
の
性
格
は
市
場
支
配
力
の
存
在
そ

れ
自
体
の
排
除
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
市
場
支
配
力
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
力
の
濫
用
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
弊
害
規
制
主
義
的
な
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
と
い
つ
て
も
、
試
案
は
事
後
の
規
制
で
は
な
く
、
事
前
の
予
防
的
効
果
を
期
待
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
も
の
で
あ
り
、
本
来
的
な
弊
害
規
制
主
義
よ
り
さ
ら
に
一
歩
後
退
し
た
立
場
（
弊
害
規
制
と
し
て
も
い
わ
ゆ
る
セ
カ
ン
ド
．
ベ
ス
ト
）
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
は
き
わ
め
て
緩
い
管
理
価
格
規
制
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
か
か
る
市
場
支
配
力
の
弊
害
規
制
手
段
と
し
て
の
原
価
公
表
制
度
は
、
果
た
し
て
弊
害
規
制
手
段
と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
ろ
う
か
。
公
正
取

引
委
員
会
試
案
に
お
い
て
は
、
原
価
公
表
制
度
は
高
度
寡
占
産
業
に
お
け
る
同
調
的
価
格
引
上
げ
行
為
を
事
前
に
阻
止
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
原
価
か
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
競
争
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
つ
て
も
、
原
価

が
公
表
さ
れ
た
結
果
、
一
定
の
効
果
、
た
と
え
ば
公
表
さ
れ
た
数
字
か
ら
当
該
企
業
の
合
理
化
提
案
や
需
要
者
・
消
費
者
の
購
買
態
度
の
反
省
資

料
が
提
供
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
買
手
に
値
引
圧
力
と
な
る
と
い
つ
た
効
果
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
制
度
は
積
極
的
に
競
争
促
進
的

効
果
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
意
図
し
た
制
度
で
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
問
題
は
、
試
案
が
予
定
す
る
よ
う
な
事
前
抑
止
的
効

果
が
存
在
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
に
商
品
の
原
価
計
算
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
を
個
々
の
商
品
に
割
り
ふ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
方

法
い
か
ん
で
原
価
は
い
く
と
お
り
も
計
算
で
き
、
公
表
を
迫
ら
れ
れ
ば
、
企
業
は
自
ら
に
も
つ
と
も
都
合
の
よ
い
原
価
を
公
表
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
企
業
に
対
す
る
抑
止
的
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
公
表
さ
れ

た
原
価
は
一
つ
の
基
準
と
な
り
、
次
の
値
上
げ
の
妥
当
性
の
判
断
基
準
と
な
り
、
こ
の
点
で
の
抑
止
的
効
果
は
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
原
価
公
表
制
度
が
あ
る
一
定
の
効
果
を
有
す
る
と
は
い
え
、
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
機
能
を
発
揮
し
な
い
と
す
れ
ぽ
、
市
場
支



配
力
の
濫
用
を
直
接
規
制
す
る
本
来
的
な
意
味
で
の
弊
害
規
制
を
導
入
し
、
高
度
寡
占
的
市
場
に
お
け
る
管
理
価
格
あ
る
い
は
同
調
的
価
格
引
上

げ
行
為
を
市
場
支
配
力
の
濫
用
と
し
て
規
制
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
事
実
、
「
協
調
的
寡
占
の
市
場
構
造
自
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
企
業
分
割
が
有
効
に
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
来
不
必
要
な
制
度
」

で
あ
り
、
「
し
た
が
つ
て
企
業
分
割
が
困
難
な
場
合
に
原
価
公
表
を
次
善
の
策
と
し
て
行
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
根
本
の
企
業
分
割
に
つ

い
て
の
実
効
性
の
あ
る
規
定
を
つ
く
る
こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
な
お
ざ
り
に
し
て
原
価
公
表
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
企
業
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

割
不
実
行
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
」
と
の
主
張
も
あ
る
。

　
（
1
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
原
価
公
表
と
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
」
法
律
時
報
四
七
巻
二
号
参
照
。

　
（
2
）
　
独
占
禁
止
法
研
究
会
の
中
間
報
告
（
金
沢
良
雄
委
員
長
記
者
会
見
発
言
）
お
よ
び
、
公
正
取
引
委
員
会
高
橋
委
貝
長
の
発
言
（
四
九
年
九
月
二
二
日
・
日
本
経
済
新
聞
、
　
「
独

　
　
禁
法
改
正
案
の
ね
ら
い
」
東
洋
経
済
三
八
三
二
号
四
一
頁
）
参
照
。

　
（
3
）
　
こ
の
点
は
高
橋
委
員
長
自
身
認
め
て
い
る
。
東
洋
経
済
三
八
三
二
号
四
一
頁
。

　
（
4
）
　
越
後
和
典
「
独
禁
法
改
正
試
案
の
基
本
的
難
点
」
企
業
法
研
究
≡
二
四
号
二
二
頁
。

六
　
原
則
禁
止
主
義
と
弊
害
規
制
主
義
併
存
の
問
題
点
i
む
す
び
に
代
え
て

　
原
則
禁
止
主
義
の
立
場
に
お
い
て
弊
害
規
制
主
義
を
導
入
す
る
必
要
性
と
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
原
則
禁
止
主
義
の
立
場

で
弊
害
規
制
主
義
を
わ
が
国
が
導
入
す
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
弊
害
規
制
の
立
場
は
、
市
場
支
配
力
の
存
在
を
前
提

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
弊
害
規
制
の
導
入
は
市
場
支
配
力
を
温
存
し
固
定
化
す
る
危
険
が
あ
る
と
同
時
に
、
企
業
分
割
と
い
つ
た
よ
り
根
本
的
か

つ
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
措
置
の
厳
格
な
実
施
を
弱
め
る
危
険
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
構
造
規
制
の
代
替
制
度
と
し
て
使
用
さ
れ
、
わ
が
国
の
産
業

構
造
を
硬
直
化
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。
公
正
取
引
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
法
運
用
か
ら
み
て
か
か
る
危
険
が
な
い
と
は
い
え
ま
い
。
構
造
規
制

規
定
は
抜
か
ず
の
宝
刀
と
な
り
弊
害
規
制
規
定
が
多
用
・
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
二
哨
六
七
）



　
　
　
独
占
禁
止
法
制
に
お
け
る
市
場
支
配
的
企
業
の
規
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
一
二
六
八
）

　
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
現
段
階
で
は
、
直
接
的
な
本
来
的
弊
害
規
制
規
定
を
導
入
す
る
よ
り
は
、
そ
の
効
果
に
限
界
が
あ
る
と

は
い
え
、
弊
害
規
制
的
性
格
の
原
価
公
表
制
度
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
セ
カ
γ
ド
・
ベ
ス
ト
の
制
度
の
導
入
を
ま
ず
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
以
上
の
産
業
集
中
を
高
め
な
い
た
め
に
企
業
集
中
の
規
制
を
厳
格
に
し
て
、
市
場
支
配
力
の
形
成
・
維
持
を
阻
止
す
る
と

同
時
に
、
す
で
に
成
立
・
存
在
し
て
い
る
市
場
支
配
力
に
、
経
済
合
理
主
義
が
許
す
限
り
構
造
的
規
制
を
加
え
る
こ
と
が
、
第
一
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
い
わ
ゆ
る
高
度
寡
占
産
業
に
お
け
る
寡
占
企
業
の
価
格
設
定
行
動
の
詳
細
な
実
証
的
な
研
究
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
実
証
研
究
に
よ
り
、
ω
他
の
企
業
が
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
強
力
な
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ω
市
場
構
造
か
ら
必
要
的

に
生
じ
る
平
行
的
価
格
設
定
行
動
、
③
同
調
的
価
格
引
上
行
動
、
ω
協
定
に
基
づ
く
共
同
行
為
を
識
別
す
る
基
準
を
見
い
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
場
合
に
、
初
め
て
そ
れ
ぞ
れ
に
妥
当
す
る
適
切
な
政
策
手
段
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

で
あ
ろ
う
。


